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ば
、

一Ｈ
仮
二
年
４
Ｆ
戸
，示
Ｌ
た
ｔ

「
に
、　

一〓
よ
ユ
三
ヽ
三
二主
工
三
．　

一
・

〓
Ｔ寸
】両ｆ
一一
〓
一斬と
、　

一十
一
向
〓
〓
有キ
　
一≡
一

「イ
十卜士
一
小り
一“
一一
一≡つヽ千
▼つ
≡

≡

一沖
一一さ

い一上
高

高
，升
月
に
よ

中
≡

一

一一
一
代
い〓

一
「

勁

一一，下
主
一中
「
！
十一‐ｒｔ
い
一
．一一

二
月
、　

一Ｔ
，よ
】え
千
【▲
二
一「
　
一ｉ一！　
一

【分
圭
先
打
和
肖
■
ニ

ム
！一千
一≡

高
可
朗
身
化
奉
為
貨
耳
〓
≡

報
北

一
方
一千
！
一
切
吉
よ
〓

喜
背
洋
厚
訂
■
者
江
■
■

付
い
卜
一上
二
十
「
一
”
Ｔ
≡
申
一
一　
言一
〓
一

■
一
刈

一
Ａ↑

京
　
　
　
一上

十
　
一　
」「

一一
つ
午
卒
人
に
よ
ｈ
、

キ
４
■
，昨
・ｉ

に
持
一
」
，
キ
一■
手
】Ｆ
一手
！一！話
「
・戸

≡
一

や′
一
■
ｈ
ャ
ｉ
≡
句千
と
ユ
【
ｒ
一、
　
ナ」
「一】一
一
十

ｔ
〒
一一一ヤ一和
苗

●
母
、

高
巧
■
一に
よ

う
蔵
ユ

一
Ｆ、
】つ
と

一
一ｔ
ｉ
〓
ｉ
〓
十
■
一

●

ｆ
≡ヽ

あ

る

．

何
弥
略
仏
た
ろ
号
ｔ
、

当
時

浮
上
士
信
仰
に
一■
う
甲
身
茂
！
↓

一志
「
卜
真

，

Ｉ
い
せ

ら

れ

■
一
ヽ

ど

ネ
・

「
！
た
ず
い
、　

，十
Ｌ
れ
古
去
≡
一
掌
一
０
　
一
」
ｉ
一

一
，い
ノ
、
た
，
一一汁
ヽ
，

や
７
一　
．ェ
．丁
〕ど
一̈一
すＬ
″卜
午
，
には
一“
十
い　
ヤ」
ｉ
‐ィ

一
、一

や
っ
た

た
．一

（
キ

４
画

・
共
い一”
世
版

）

手
ｈ
々

，卜
＝
ヽ
卜

一Ｆ
【
つ

い実
↓「
・

た

一！！た

つ

十
一
、　

十
汁
〓
一
↓
ヽ
Ｔ
一

〓す

ｆ

，４

〓

つ

一十

いユ

ｆ
キ

一市

■
清

■

Ｒ

出

し

、　
由

土
一

ｉ
ほ
予
当
ギ
一
の

す
■
丁
、　

“〔
■
よ

す
と
を
と

，
一
■

ギ
■
（
千
生

一て

，

活

呆

、

第

５

・
６

一日

に
見

ら

れ

る

〓

う

在

一
，

ホ

■

に

一詰

し

Ｌ

，

鄭

ち

、

■

口

問

Ｂ

百

の

石

妖

で

、

一二

百

に
中

三

十刊

の

！安

出
≡

■

ｒ
付

≡
ヽ

一
・

の

河

【側

方

三

高

Ｌ

二

千
ド

」
下

■
競
一
ｒ
、　

■

に

■

う

甲

火

一ば
古
「
よ
工ヽ
刊
一
〓
Ｐ
（
」に
［
■
］』
≡
」
一わ
中
力
・
′五弁
一
！
、　

一内
ｒ
」
，」
土
一

立
〔―
■
≡
，こ
問
つ
上
■
ド

予
一一十
！て
■

■

一
、

の
高
貿

一
ら
倒
れ
た
石
仏

一
旧
が
出
工
し
、

西
側

一上
十ＩＩＩ

に

一ほ

滞
一
に

二
ヽ
い

戸
■
み
身
一一押
、　

性
一れ
■

官

千
・．キ

上
却

′
ヽ
】
に
学
」
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ギト
ヤ
ｆ
十

一
に
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工
■
千
十
二
一
一
卜

一
十
卜
はヽ
十市
一
続
≡
（

（〕
生
十一に

り
け形

が

≡
ム
ィ

イ
・

お

ｎ

、　
〓

相
モ
，

一た

」
工
つ

一引
持在
に
一（
つ
て
、　

キ
一（
”
に
】屯
！一申
を
い
市
中
丁
ち
二
≡
と

一チ

”
「
十木

な

ホ
・
つ
■、」
．

一」
一一Ｐ
十
一一す
「
一
当
デ
ｔ

に

す
」
」
一
つ
　
一に
‐‐
十

十
Ｔ

〓
■
Ａ

ギ

、　
■
卜
上
十ネ
リ

一
・カ
カ

ゐ
≡
ｗ
円
〓
Ｆ
に
■
全
い

ヤ
」

一
は
百
一
し
た

一の

す
一ｉ
，
７

一巴

千
ｔ
キ
、ザ

■
，　

一花
一一両
十
一
千
，
、
い
′

＋メ

い
一
ｆ
■
一

つ
　
ネに
〓
一
一ね
一り
下
‐
■
」
庁
い
一（
一一
千
四ヽ十一を
　
　
ヽ
分
社
小
一」‐，、
一中
」（

一ら
一
一
「十
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ム
・
■
ヤ
〓
「　
）だ
≡

に三
足
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石
ｒ
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出
ｉ
ｌ
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●
鍋
製
五
十
詩
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一
〓
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ヤ
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来
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（
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ｉ
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一
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中
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劇
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一

十
ヤ
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舛
　
【

ヤ
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い
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．
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す
十■
一
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ｆ
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は
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メ
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デ
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十

一
′
Ｐ
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ｉ
訓

十
ｆ
！

て
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．
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丈
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．
十
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午
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、
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市
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ｉ
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■
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れ
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．
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ｒ
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よ
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Ｔ
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キ
に
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ｉ
メ
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十
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＋
”
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々
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す
せ
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一
一
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卜

上

け

、

■

法

工

万

！ｌｔ
“

年
〓

生
「

”

は
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技

三

高

汁

工
■

一

！
丁

事
↓一枚
二

百
！礼

拝

主

一
宇

、

■
「板

五

問

一
而
！一年
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合

一
年
■

一は
■

‥―て
“
キ

一
卜
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交

卜　
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ド
軍

上
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ｉ
‐

〓
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い
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〓
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卜
い
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ヽ
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ｉ
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一
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兵
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宣
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二
ま
と
し
チ
一、

キ
上
京
夫
，
致
授
は
、

行
道

を
行
う
為

の
機
韓
的
〓

Ｔ

こ

中一
ど
に
、　

すコ
崎
〕

、　
キ
小
ヰ一」
、　

知煙
一也
ｔ
一十
こ
〓
「
一
一，
）勺
と
”
の
■
十一＋↓格
」工
あ
″一『一十

』」
予
一＋Ｔ
≡一

ヤエ
ｆ
つ
れ
る
，

こ

の

高

阿

一ば

土

て

は

、

正

面

の

石

段

状

の

も

の

、

及

び

高
高

一
に
■

汁

ｔ

一
「
力
い
の

山
甲

工
■
デ
一、　
一ェ

に
わ
（ホ

一
す

る

一拝
憎

●

せ
「一千
【刊
ｒ

ｔ
こ

一
卜
■
児

≡
≡
、　

十
一

二

両

よ

り

も

よ

い

、

支

は

千
一
三
ｔ

の
平

百

を

もヽ

つ
士
一手

が

、　
こ

つ

庁
一！‐こ

と

て

ら

■ヽ

て

い

た

と

≡

■

ら

れ

る

．

然

し

な

来

●
言
中阿

所

で

ネ
〓

二

生

ｉ

ｆ
一

手
塁

市
の

蔵

千

尋

が

中
心

に

あ

，
、

最

も

丁

主

に

差
一
ら

れ

て

い

え
γ
点

■
，

す

ら

疑

わ
し

て

、

現
心
ら

く

一言
一言

の

死

後

、

一邑
河

の
「

を
改

修

―
ス

一式

０

〓

〓
（

一
百
っ

斉

一片

と

し

、

吉

町

と
と
」一拝

し

た

よ
ャ
つ

で

は

■
点

，
ろ

ｉ
ｉ

ｉ

胃

却

●

打

く

、

「

対

品

済

停

に

於

て

と

Ｆ

や
年
Ｔ

甘
一
の

ご

引

【

■
一
〓

ｔ

ｒ
く

、

長

済

千

つ

一南

凹
塔

ポ

祥

官

つ
と

で

あ

る

無

桂

塔

つ

■

式

を

と

う

だ

り

、　
一高

一兵
十
昇

一
の
一
坦
ほ
タ
エ、皆
●
■
一
叉

「
中
の

二
十（
▼
ど
千
バ
・
一，十ｌ
ｒ
「Ａ
口

古
一
分
一キ注

一
！す
ケ・ｉ

ｒ

え

た

り

し

て

ど

・宅

卜

に

言

キ

百

尚

が

、
当
一代

り

京

民

に

ま

〓

信

一“

ど

■

た

■

二

致

ｒ
」
、

洋

く

嘱

伝

し

た

号

ギ

向
■

弥
庁

十■

と
■
花

董
わ
ら

れ

た

り
も

、　

よ

た
訴

倉

■

代

ぞ

官
仰

消

を
表

わ

す

も

の

と

し

ヤ
・

早

味

あ

る

事

■

で

ふ

■

，

次
″」
え
文
ナに
つ
‐イ、
て
更
Ｅ
早

つ
と
、

す
想
基
為
　
　
以
下
岸
走
中■
十
ｆ

り
覚
７
一で
あ
る
ギ
、
一材
ギ
」百
一電
と
な
る
の
よ
、

一
二
十「「
古
一、
子
食
ひ
■
こ
十
一

〓
子
功
型
の
「
で
あ
る
。

献
〓後
つ
耳

工
丈
束
斉
藤
千
一千
氏
と
、

首
再
イ
に

キ
ニ
昨
岸
村
「一却
理

一̈
＋
や
一
「
”押
一
！

バ
ャ！音
問
Ｔ

〓
一一「
‐土
功
■
．力

と
，
い一卜
■
！

東

大

史

料

編

集

所

三

村

十

二

功

教

授

の
仰

致

示

に

よ
れ

ば

、

ド

に

に

エ

末

妻

子

を
持

た

ぬ

し

、

ま

た
、

素

苦

な

ら

名

は

草

宗

史

上

に

新
一章

声

一
毛

一
．

あ

り

、

一辞

つ

ふ

し

，
見

え

資
所

か

ら

、

恐

わヽ

く

辻

万

こ

（Ｅ

の

に
，ｔ

土

ハ
ン

ｉ

キ
こ
字

・亨
■

ャ
年代

つ

て

十な

一よ

皿
肝
ｒ
に
町

疋

じ

十竹
汁

十
‐

．

一ビ
ト
・あ
、

一
叫
阿

弥
ｒ
一

化

か
ら
■
ニ
ヤ、
●
手
代
巨
、

郵
ち
、

ユ
ほ
上
、

十
詰

つ
叫
ど

史
ち
の
キ
〓

↓二 ‐
一
十
）的
ヤ一！
一ノ

と

の
二

」
ｉこ
で

，
つ
つ

一
「生

】然
ら
だ
京
「た
と
な
知
何
な
ろ
祥
信
ｆ
あ
つ
キ
一で
あ
る
ち
か
。

市
一述
の

一

う
に
“ヽ年
（
え
　
・
十
に
は
■
わ
れ
●
，
一ユ
」
、

ホ
ヽ
卜
一祇
も
不
口
一一で
あ
る
，

行
バ
．

イ
ナ

！

≡
で
は

、　

い

卜を
さ

か

〓

一成

一町

十
一
の

妹

い
よ
！
ふ

ち

が

、
　

一

つ

つ
思

い

う
・

キ

を

話

し

，

み

た

い

．

”元
に
三
し
た
芋
報
キ
■
祥
宇
に
改
め
た
無
「
！一首
記
の
Ｆ
キ
一は
、　
こ
と
ゴ

／

く
な
件
直

に
、成

る

！
や
つ

て

ユ
Ｐ

ａ
）

けて
の

内

に

干
一一う

一相
（！ッ〈
ｎ
，
デ

≡

≡

≡
■

４

】■
点

門

は

、
　

夏
之

，々
丈

誉

」

下
「
ば

り

一民
一い各
卜

『
一・京

に
、

一ロ

エ

市ム
ヤ

」
【
〓
と
こ
析
メ
ヤ
村
一志
ュ
門
一
高
河
と
ｉ
＝
半
（

十工
一れ
す
「
戸
中　
一一
一　
打
一
乏
十在

十五
カ
巾日
一一に
と小
一Ｌ
ャ
一
一口
一十
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
十

一ど
一！〓

〓
父
，天
「見
岬
オ
候
亭【
引
一
Ａ
末
行
■
ｔ
〓よ
百
！一

丼
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．一

去
芸
六
ｉ
四
月
ニ
ョ
ま
す
、

可
今
領
掌
７
一よ

卜，体
“怖「　，‐
一「丹
打却μ，巾

ヤ
上
貫
ヤ〒

生
…

■
【上

八
Ｅ

前
刊
一Ａ
青
〓
単
一
占
＝
再
一　
ｎ
ｔ
い一
）

帽

“慎
千

子

朝

巨

　
　
（
干
ｆ

ど

一一
空
ユ二
一
■
的ヽ
）

一〕

円

に

見

た

る

、
　

文
克

行

定

の
ま

た

と

同

一
で

あ

る

Ｌ

、
　
す

た
予

「日

に
■
一

一ｔ
Ｌ

一
に
と

，
・，

パ

■
コ
一一一■
抑

も
、　

市
■
に
掲

ド
〕
工
に

一
一共
一村
キ

ア
主
〕
」
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Ｌ
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仕
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・ｉｉ
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一
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、
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・
よ
う

≡
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す

卜
・

一
ど
つ
．

≡
十
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ヤ刑
一↓，
の

一
越
夜
〓■
一心
一
に
再
一・た
ろ
、

本ヽ
Ｅ
五
年
十
手
主
経
官
Ｌ
士
一

≡
み
ろ
不
植
革
千
二
十
の
相
ゥ、

及
び
弘
賓
年
間

の
謹
ボ
に
見

う
ど
々
よ
≡

ｒ
、

す〓
子
≡
日
辺
が
大
見
行
一定
の
女
手
の
一肝
「
一で
あ
つ
た
車
と
え
ｉ
ど

一十

■
、

〓
〓
■
直
に
す

〓
試
オ
ら
れ
た
高
一円
弥
ｌｉ
よ
も

ま
た
、　

一Ａ■
〓
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■
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み
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丁

ナ
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と

も
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一
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一
．
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■
一
ｒ
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、
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２
高
■
一卜
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え
る
、

モ

一
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母
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斉
ち
、

≡
≡
一

手
の
を
ガ
百
臣
弥
た
Ｌ
に
■
ろ
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で
は
ム
ろ
古
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小
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一十
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ユ
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よ
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弔
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．
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■
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、
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を
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■

Ｌ

★

「
一科

ホ

，

器

生

」・
年

二

声

≡
・■

門

に

」
一
■

ば
い
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．
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Ｈ
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■
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Ｆ
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．
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〓
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十
■
レ
　
ド
た
“
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一
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ｔ
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ャよ

宴
古
≡
子
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■
■
Ｌ
、
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袈
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蔵
甘
十

■
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〓ヽ
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ナ
一
れ

十
取
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ギ
十
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十
〓
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十
七

千
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に
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十
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た
‐
）
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．≡
ヤ
ｒ
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右
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Ａ
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ｆ
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一Ｈ

ャ，一に
”一，≡
十

十一（

下
↓
↑
■

は
阿
五

十■
内

一■
ホ
玉
覇
ヤ
一キ
三
十
三
〓〓
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Ｆ
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ｉ
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ｉ
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こ
わ
】■
・　
た
、

≡≡
を
つ
一一
を
ヽ́≡
し
て
輸ヽ
入
さ
れ
十
一ヤ一
す
千
、
あ
る
生
一卒
〓
一

一一
〓「
一「
一十
一一
一に
↓
一一一
中中
一一
「̈一ヽ一．

、っ
ｆ．、　
一
≡（り
≡≡
十町一
か
市た
ヤ
、ヽ
つ
ｉ十、　
一キ
た一
一！
一

こ
う
≡
一■
ろ
【
キ
に
よ
、

同
手
に
こ
ろ
商
浜
道
准
Ｒ
、

或
に
■
よ
う
■

一
！Ｌ
一一
，
一一ｔ
ｉ■
一
ネ　
一十
つ
≡
■

，生
一卜
ち
・・　
一　
つ
い
一立
二
局
，一ｆ
」立
工
延
■
Ｔ
Ｌ
」
と
↓
」
つ
い
イ」
は
、　

Ｆ
■
Ｌ

！
」「十一
毛一
〓ヤ
一主
一
〔ヤ日
］ドじ
高択
≡」

志
目
、

凡
一咸
Ｅ
僧
骨
遣
、

同
一帰
一
ぞ
、

技

六
苦
一日
〓
、

文
字
十
普
号
一

塔
記
云
、　

巨
仁
法
入
止
口
【、　
手
持
乏
子
、　

澄
終
共
■
〓
」、　
手
■
六

千
、　

独
百
え
天
吾
革
新
、　

以
存
作
乏
キ
、　

約
と
人
■
、　

す
甲
再
■
〓

と
、

以
オ
後
十
一、
投
共
土
、

伎
法
而
住
ヽ

試
乏
芸
ホ
、

及
其
“
士

に
■
ｔ
ｉ
峰
真
禅
軒
仁
ま
、　

子
格
車
、　

鳴
主
オ
■
、　

■
行
脚

十
一■

Ｅ
、

吾
減
在
共
化
、
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≡
ナ
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、
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ｉ
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キ
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ド
ｉ
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Ｆ
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■

十
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↑
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打
叫

な
ど

！・見
え
て
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。
こ
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耳
村
法
死
後
屯
其
一信
と
靴
打
ず

一
，
に
■
る

形
す
、、

「十
■
〓
に
う
ど
弄

・
キ〓
井
つ
形
式
を
■
ｔ
て
い
ろ
●
千
・あ
る
。

併

一

ヤ
一
、

キ

子

も

前

と

け

に

芳

Ａ
Ｐ

た
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取

卜

　

十
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手

，
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し

た

二

こ
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一，一一′≡【‐ン．．，

切
え
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、

「
元
亨
夜
書

一
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工
う
積
道
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ｔ
Ｆ
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と
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年
正
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軌
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仁
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と
円
高
亡
十
一
Ｔ
も

つ
一
、

‐マ、
た

ィ
∴
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ｉ

中
と
官
学
＝
芙
上
流
の
世
頂
士
仁
オ
ぢ

下
一ヽ

号
■

ふ

と

の

キ
ら

学

五

十

ｉ
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］
情

ｔ
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■
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た

Ｆ

技

一■

■

お

雪

干

〓

に

」
（
た
だ

、

一え
■

し

た

万

Ｔ
五

点

、

高
！

■

●

一ド

つ

■
■

つ

ヤ

ゝ
一頻

す

中

一人
よ

９

、

一双
一戸

の

吉
一
予

工

■

千
と
■

■

一一
■

ギ
≡
≡

れ

、

モ

つ
一！主

下

た

●

お

打

一Ｈ

ｉ
到

〓

■

て

あ

り

、

一
一
つ

西

側

よ

う

市
一
Ｆ

ｉ
・

Ｆ
夕

丁

〓
一個

た

店
小
め

ネ
，一青

ギ
ユ
エ
一児
女
一
注

工
ｉ
　
上
±
■

卜
一
に

や
い
下
■
二
尺

の

書
店
″
≡

あ

つ

た

千

正
定

ど

■

Ｌ

一に

下

■

れ

つ
た

と

い

≡
ｔ

車
）
れ

に

基

ｒ
ヤ

【
！‐．■

子
・

在
，
し
た
う
が
第
――
一田
軍
・あ
る
。

な
ら
く
こ
の
と
物
法
〓
形
Ｌ
空
一岳
ュ
．・

工＞
，
、　

河
部
に
は
■
在
一引
山
宣
に
責
ま
さ
れ
て

い
る
、

訴
倉
京
却
頃
う
■

２
月
一た
石
尚
レ

‐―、
責
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
し

昆

麟

致

安

は

、

こ

〔Ｌ

十”切

に

票

ら

れ

た

六
八

小こ

一Ｌ
肯

と

、

技

令

丁

一
，

一十

六
メ
、

の
高

弟

つ

」て

れ

て

ち

ろ

こ

と

を
■

証

さ

れ

て

お

り

、

下
丁

〓

十■

≡
一

と

，
再

一体

に

も

言

及

さ

れ

〓

‐ヤ、
ろ

が

、

キ

和

は

Ｉ

イ

刊

行

≡

■
ス

百

「

■

一り
」
「
〓
々
だ
」
卦
ま
一う
，
一　
ャ一　
ン」

ｆヽ
　
ヤ勺
ぅ

一「一、　　一岸ば

〓
〉

た

わヽ

れ

た
〓
【
持
窄
も

百一
章
ユ
ト
の

キ
】
、　

一討

〓

一
二
ゼ
に

一姓
べ

一
卜
〓

押

芹

、

京

十

石

尚

、

及

び

ま

手

等

出

土

追

桜
な

ど

に

つ

い

て

私

克

一

て

み

る

こ

と

／
キ

ン
ち

．

一
、

半

萩

キ

■

荘

国

領

主

Ｌ
キ

タ

、

工

ぶ

地

頭

大

見

一
扶

内
，

十

工

一■

兵

に

一Ｌ

わ

ら
一

注
禁

十末
し

た

が

、

一
モ
の

一登
妄

と

命

週

予
・共

工

‐

二

、　
無

習

き

門

り

伝

翌

力
一

内

に

は

、
　

石

の
関

係

十
一示

十
二

手
エ

が

、

一後

に

ヂ

つ

て

打

た

ら

れ

ン
占

十
わ
れ

る

釘

が

あ

る

。

二
、

一言
古
和
尚
も
大
兄

一
族

ナ
一
考
え
ら
れ
る
。

後
の
京
キ
，号
』
一
■

に
、

そ
の
生
え
に
よ
れ
だ
、

彼
つ
追
言
に
従
つ
イ
．場

の
は
，功
〓
■
亡
こ
一

高
町
弥
に
よ
つ
■
一町
に
油
■
た
所
、

印
ち
、

高
可
萌
■
と
す
る
子
ャ十
一↓

■

一花
↑
Ｌ
、

市
せ
て
三
三
つ
生
こ
し
た
両
電
に
つ
い
て
の
私
見
■
の
（
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